
第４７回 教育研究評議会 議事要旨 

 

日 時：平成１９年９月５日（水）１３：３０～１５：１０ 

場 所：事務局 第１会議室 

出席者：２２名（欠席者２名） 

    梅田 実 技術開発ｾﾝﾀｰ 副ｾﾝﾀｰ長 

 

第４６回 教育研究評議会 議事要旨について 

 学長から，議事要旨（案）のとおり確認された旨の報告があった。 

 

議 題 

 

 １ 技術開発ｾﾝﾀｰ 非常勤講師（客員教授）の選考について 

   梅田 実 技術開発ｾﾝﾀｰ 副ｾﾝﾀｰ長（斎藤秀俊 ｾﾝﾀｰ長の代理）及び宮田保教 副学長から，

資料１に基づき説明があり，審議の結果，第 359 回教授会（教授；合同）に付議するこ

とを了承した。（梅田 副ｾﾝﾀｰ長は，当該審議終了後に退席） 

 

 ２ 規則等の制定・改正について 

   ①組織・運営規則（改正） 

   ②産学融合ﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ養成ｾﾝﾀｰ規則（制定） 

   ③産学融合ﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ発掘・養成ｼｽﾃﾑ外部評価委員会規則（制定） 

   ④教員の任期に関する規程（改正） 

   ⑤学術国際委員会規則（改正） 

    総務課長から，資料 2-1 から 2-5 に基づき説明があり，審議の結果，上記①から③及

び⑤について，これを承認した。 

併せて，「④教員の任期に関する規程（改正）」については，第 359 回教授会（教授；

合同）に付議することを了承した。 

 

    なお，構成員から，「①組織・運営規則」の改正に当たり，他の規定との整合性に留

意するよう要請があった。 

 

 ３ 教員の選考について 

   学長，植松敬三 物質・材料系長 及び 武藤睦治 ｼｽﾃﾑ安全系長から，資料 3-1及び 3-2

に基づき説明があり，審議の結果，次のとおり，第 359 回教授会（教授；合同）に付議

することを了承した。 

   また，学長から，当該２名の教員選考は，科学技術振興調整費「若手研究者の自立的研

究環境整備促進」事業で採択された「産学融合ﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ発掘・養成ｼｽﾃﾑ」に基づくもので

あり，通常の教員選考とは異なるものであることから，第 359 回 教授会（教授；合同）

で審議する際には，投票は行わないこととしたい旨の説明があり，審議の結果，これを了

承した。 

 

 ４ 平成 19 年度 非常勤講師の選考について 

   宮田保教 副学長から，資料４に基づき説明があり，審議の結果，第 359 回 教授会（教

授；合同）に付議することを了承した。 

 

 ５ 入学料未納者の除籍の取扱いについて 

 



   宮田保教 副学長から，資料５に基づき説明があり，審議の結果，第 359 回 教授会（教

授，准教授及び講師；合同）に付議することを了承した。 

 

   なお，学長から，該当学生への納入期限の周知徹底方要請があった。 

 

 ６ 大学院学生（９月入学者等）に係る指導教員について 

   宮田保教 副学長から，資料６に基づき説明があり，審議の結果，第 359 回 教授会（教

授，准教授及び講師；合同）に付議することを了承した。 

 

教授会審議事項の報告 

 １ 平成 20年度 大学院工学研究科 博士後期課程進学者の選考（第１次選考）について 

 ２ 学部卒業者（９月）の認定について 

 ３ 大学院工学研究科修了者（９月）の認定について 

   学長から，上記１から３について，資料７及び８に基づき，第 359 回 教授会（教授，

准教授及び講師；合同）で審議する旨の報告があった。 

 

報 告 

 

 １ 役員の選出について 

   学長から，資料９に基づき報告があった。 

 

 ２ 平成 20 年度 概算要求について 

   学長及び会計課長から，資料 10に基づき報告があった。 

 

 ３ 外部研究資金受入状況について 

   研究推進課長から，資料 11 に基づき報告があった。 

 

 ４ 発明の完成と特許出願に際してのお願いについて 

   川崎 篤 理事から，資料 12に基づき報告があった。 

 

 

 

 

 ５ 委員会報告 

 （１）教務委員会 

   ①平成 19 年度 第１学年入学者に係る課程配属の決定について 

   ②大学院学生の研究指導に係る委託期間の変更について 

   ③研究生の選考について 

   ④ｵｰﾌﾟﾝﾊｳｽの実施報告について 

   ⑤ｵｰﾀﾞｰﾒｲﾄﾞ工学教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに係る受講学生について 

    宮田保教 副学長から，上記①から⑤について，資料 13 から 16に基づき報告があった。 

 

 ６ その他 

 

 （１）学長から，次のとおり報告があった。 

 



 

   ①学内でｾｸﾊﾗ等の問題がある場合は，速やかに報告願いたい。 

 

   ②学生の学習・生活環境設備 並びに 教員の教育研究設備及び居室等について，予算

の執行状況等を勘案しながら充実させたい。 

 

   ③産学融合ﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ研究者 及び ｼｽﾃﾑ安全系教員等の新規受入れに伴う居室等の確保

について協力願いたい。 

 

   ④火災及び事故が発生しないよう，引き続き注意方要請する。 

 

 （２）石﨑幸三 副学長 及び赤羽正志 附属図書館長から，任期満了に当たって，あいさつ

があった。 

 

以 上 


